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１. 大樹町の概要①
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• 北海道の東部、十勝の南に位置
• 人口 5,446人（R2年12月末）
• 面積 815.68㎢
• 農業を中心に漁業、林業を基幹
産業として発展

• 道内有数の酪農地帯

• 砂金が採れる日本一の清流「歴舟川」

• 太平洋を望みながら入浴できる
ヨード泉質の「晩成温泉」

• 町内の乳牛飼養頭数は約2万頭
• 生乳生産は約12万トン
• 生乳は「カマンベールチーズ」、
「さけるチーズ」に加工



1. 大樹町の概要②
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• 「宇宙のまちづくり」を30年以上にわたり進めている。

• 1,000ｍの滑走路を持つ
「多目的航空公園」整備

• JAXAと連携協定締結
➢ 大気球実験など最先端の

実験が行われている。

• ＩＳＴ社が観測ロケット
「ＭＯＭＯ」の打上げ実
験を実施
➢ 民間単独開発では国内

初となる高度100km以
上の宇宙空間到達



２. 取組の背景①

大樹町市街地北地区：木質バイオマスと太陽光発
電等を活用したスマート街区構築事業に位置づけ

木質ﾎﾞｲﾗｰ導入済み

木質チップ製造機械導入済み

5
施設位置図

⚫ 町の森林資源である木質バイオマスの活用を推進
⚫ 公共施設等の熱源を化石燃料から木質バイオマスへ転換を図り、

地域資源の循環システム、エネルギーの循環を目指し、林業の
活性化、雇用の創出を図る。

2014年に「大樹町木質ボイラー導入計画」を策定
⇒郊外の晩成地区と市街地（北、東、南）の3地区に木質バイオ
マス棟を建設し、複数の公共施設等をパイプラインでつなぎ、
温水を輸送する集中管理方式を目指す。

2015年に晩成地区（晩成温泉）に木質ボイラーを導入。
※Ｊ-クレジット認証 106t - CO2 （2018年）

町の計画における事業の位置づけ



２. 取組の背景②
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• 胆振東部地震に伴うブラック
アウトの発生

• 役場庁舎の建替え
• 学童保育所、学校プール整備
• 低炭素社会の実現

➢ 公共施設群をスマート街区
として、エネルギー地産地
消の新たな熱電供給モデル
を構築。

➢ 災害に強い地域防災拠点づ
くりと共に、エネルギーの
多面的な有効活用による地
域振興。

事業の背景
町のニーズ
と課題

街区の防災機能
を強化したい

低炭素社会の実現
再エネ導入促進

考えられる
解決策

太陽光発電の設置
（購入電力量削減）

木質ﾊﾞｲｵﾏス等を活用した給湯や
暖房

自営線＋公共施設の一括受電
（新庁舎ZEB化※）

太陽光、木質バイオマス等の活用
（低炭素な電源と熱源の導入）

エネルギー管理システム（EMS）
による最適運用（エネ使用量の見
える化）

（新庁舎ZEB化※）

効果

大規模災害発生時にも安定した
行政機能を維持

防災拠点としての機能を果たす
ことが可能

町のCO2排出量の削減
「木質バイオマス資源の持続的活
用による再生可能エネルギー導入
計画」の推進

これらが実現されたものがスマート街区

※ZEB：ゼロ・エネルギー・ビル

主要産業の畜産の
BCP機能向上

糞尿中の有機物をメタンガス
で回収しエネルギー化

 50kW未満の低圧で逆潮流
（系統接続対応）

スマート街区の電源として調
達

停電時の搾乳、保冷機能確
保

悪臭発生源対策
スマート街区の電源調達
町のCO2排出量の削減



３. スマート街区の概要
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• 自営線を活用した小規模な電力ネット
ワークを構築。一括受電により基本料
金の削減と電力需要の平準化。

• 木質バイオマスボイラーで得られた温
水を導管で融通し、各施設の暖房の熱
源とする。

• 非常時には、太陽光の発電電力と蓄電
池に蓄えられた電力、木質バイオマス
ボイラーと蓄熱槽の温熱を活用。

• 大樹小学校、生涯学習センターは既設
の施設・設備を活用。役場庁舎は、建
替えの設計に本計画を反映。学校プー
ルと学童保育所は現在別地区にあるが、
移設を予定。

システム構成の概要

酪農・畜産農家

エネルギーセンター

拠点エリアで一括受電による電気代の削減

既設系統（北海道電力）

スマート街区内で自営線による電力融通

蓄熱槽

木質     

熱電ネットワークシステム

蓄電池

平常時の電気の流れ
（非常時も限定的に電力供給）

施設間で融通する熱エネルギーの流れ

＝本事業で検討するシステム

売電
（各50kW未満）

太陽光発電

木質Bボイラーで通年熱供給
・夏季：プール加温
・冬季：公共施設の暖房

ZEB化

熱導管地中熱HP
蓄熱槽

スマート街区

第1フェーズ：新庁舎、大樹小学校、生涯学習センター

第2フェーズ：学童保育所、プール

生涯学習
センター

学童保育所
学校プール
（夏季）

大樹小学校新庁舎



■太陽光発電
約3000ｍ2

約100kW
■蓄電池
約73kWh

自営線

自営線
（将来）

熱導管

熱導管
（将来）

受電位置

新庁舎

小学校

学童保育所・児童館

プール

生涯学習センター

©NTT空間情報

スマート街区施設配置

木質バイオマスボイラ
約300kW

４. スマート街区の配置

8



５. スマート街区の運用①
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通常時の自営線ネットワークの運用

• 経済性、環境性を優先
させることに配慮

• 再生可能エネルギーを
最大限活用できるよう、
運用方法を検討



５. スマート街区の運用②
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非常時の自営線ネットワークの運用

• フェーズ別に導入設
備の運用方法を検討

①発生当初
～避難所開設
・電灯負荷

②避難所開設後
・電灯負荷
・熱供給設備稼働



６. エネルギーマネジメント会社①
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エネルギーマネジメント会社のスキーム

• エネルギーマネジメント会社
を設立してスマート街区を運
営。

• 町が所有する設備の運用管理
と保守点検を実施。

• 電気・熱を公共施設に売る役
割を担う。

• 本事業で導入する設備からの
電気・熱のほか、電力小売り
会社から購入する電気を供給。

チップ販売事業者

役場庁舎

生涯学習センター

学童保育所

大樹小学校

学校プール売電
小売電気事業者

売熱

光熱費

燃料費

燃料調達
（木質チップ）

電力調達

O＆M費

電力費

太陽光発電
蓄電池
自営線

電力供給事業

熱供給事業

木質バイオマスボイラー
熱導管

※設備は大樹町が所有

大樹町エネルギーマネジメント会社

施設・設備の保守・管理、運営

※設備は大樹町が所有



６. エネルギーマネジメント会社②
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エネルギーマネジメント会社の将来展開

• 町内酪農家へのバイオガス発
電施設等の整備、発生するバ
イオガス及び発電された電力
の調達、エネルギー供給先の
拡大を担う。

• 廃棄物対策等の課題解決を図
るとともに、地域内資金循環
の向上を図る。

• 設立したエネルギー会社を活
用し、地域振興等に繋がる新
規のエネルギー事業を検討。

町内酪農家

バイオガス
発電

チップ販売事業者

役場庁舎

生涯学習センター

学童保育所

大樹小学校

学校プール売電※

小売電気事業者

売熱

光熱費

燃料費

燃料調達
（木質チップ）

電力調達

O＆M費

電力費

太陽光発電
蓄電池
自営線

電力供給事業

熱供給事業

木質バイオマスボイラー
熱導管

※設備は大樹町が所有

大樹町エネルギーマネジメント会社

施設・設備の保守・管理、運営

※設備は大樹町が所有

町内酪農家

バイオガス
発電

町内酪農家

バイオガス
発電

設置
設置 設置

電力費 電力費 電力費 ※バイオガス発電の余剰電力
も小売電気事業者を介して
売電

設立した会社を活用して

新規のエネルギー事業を実施

例）電気・熱の供給範囲を拡大、それ
に伴う太陽光発電の増設、他の施設へ
のボイラ設置・熱供給、公共施設の省エ
ネ対策検討、町内の別地域での新たな
マイクログリッドの検討
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ご清聴ありがとうございました
2021年 元旦 晩成温泉から望む「初日の出」


